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髪を切る職人と、ともに在り続ける



日本工芸産地博覧会出展

和歌山ものづくり文化祭初開催

和歌山ものづくり文化祭2023

春(3月)・秋(10月)
2回開催

鋏工房アトツギが「文化祭」を始めたきっかけと歩み

全国の産地の勢いを肌で感じる
→和歌山も盛り上げたい

ものづくりの未来を創る、体験と学び

県が共催としてバックアップ
ものづくり「じゃない」人の関りしろ



出展数

16ブランド
＋トーク登壇者21名

売上

2,049 千円

うち、体験売上は54％

来場者数

のべ6,019名
2日間合計



従来の産地組合の枠組みを超え、地域の魅力ある企業が主体的に集まる
利害関係のない新しいカタチのコミュニティ

「ものづくりの未来を創る、体験と学び」をコンセプトにした産地体験イベント

①ナレッジシェア ②近隣での受発注 ③コラボ商品開発

④企業間の触発 ⑤社員の成長 ⑥ UIターン採用





「文化祭」そのものが成功例ではなく、
そこで生まれたコミュニティが

和歌山を「ものづくりのまち」にする


